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中小企業振興の基本的なあり方検討・推進事業中小企業振興の基本的なあり方検討・推進事業

【予算額 3,799千円】

中小企業は、県内企業数の９９.８％を占め、地域の産業や経済に大きな役割を果たしています。
この中小企業が、これからも元気に活躍し、私たちのくらしを支えていくために、県をはじめ県民
の皆さん、関係者の方々で、中小企業の振興に取り組んでいく必要があります。

平成２４年度は、中小企業の振興のための条例を制定することとしており、その盛り込む内容な
どの検討を行うとともに、条例制定後は広く周知・啓発を行っていきます。

「中小企業振興の基本的なあり方」をもとに、条例案や条例制定後の取組などを審議します。

中小企業振興審議会の開催中小企業振興審議会の開催

中小企業を取り巻く様々な課題等について情報・意見交換を行い、課題解決に向けた方策を検討します。

中小企業振興研究会の開催中小企業振興研究会の開催

平成２３年度に実施した研究を深めるとともに、中小企業政策に関する別の分野の研究などを行います。

共同研究(大学との連携)の実施共同研究(大学との連携)の実施

条例制定に向けた取組を広く伝えるとともに、条例制定後においてはその周知・啓発を行います。

県民・事業者等への情報提供、啓発等事業の展開県民・事業者等への情報提供、啓発等事業の展開

条
例
制
定

中小企業振興審議会

平成23年度 平成24年度

県民・事業者への情報提供・啓発等

県民政策
コメント

中小企業振興の基本的なあり方検討・推進事業－基本スキーム－

中小企業
実態調査(ｱﾝｹｰﾄ)

職員による企業訪問活動

中小企業振興の
基本的なあり方

県政世論調査

施策
展開

県民・事業者への情報提供・啓発等

【具体的内容】
○ＨＰ、広報紙での周知・啓発
○啓発パンフレット作成・配布
○県民・事業者向け説明会(フォーラム) の開催
○地域研究会等においても、取組状況を周知

予算・
実施
計画
等

条例(案)

共同研究(大学との連携)

条例施行

共同研究(大学との連携)

職員による企業訪問活動

中小企業振興研究会 （企業研究会、地域研究会）
企業研究会……経済団体と滋賀県との中小企業振興に関する研究会
地域研究会……中小企業振興に関する情報・意見交換会（地域、分野別等の各団体の会合等を活用した会議）



【予算額 ８，１３４千円】
再生可能エネルギー振興戦略検討事業

資－商労２

地域エネルギー
振興室
内線３７２１

国におけるエネルギー政策の動向等を踏まえながら、地域で取
り組み可能なエネルギーとして再生可能エネルギーの導入や関
連産業の振興を戦略的に推進

振興戦略プランの策定
（H24）
・現状と課題
・振興方針（導入目標量）
・振興方策

家庭、地域、
事業所にお
ける導入促
進策

エネルギー
関連産業の
振興・研究
開発

【進め方】



滋賀のクリエイティブ産業の振興に向けた調査研究事業

●背景・課題

①経済のソフト化に対する産業構造の変革

②県内の若者や県内大学卒業者の働く場の
確保

③ クリエイティブ産業（コンテンツ等）の将来性

④ クリエイティブ産業の東京一極集中から地
方分散へ

ハード化 ソフト化

単純型労働 創造型労働

経済

労働

低 高大学進学率

●本県を取り巻く大きな流れ

第２次産業 第３次産業産業

従来のものづくり産業の振興に加え、
新たな産業振興の柱が求められている。

・滋賀の地で豊かさを享受するには、地域経済の大きさに規定され
ない大きな(グローバルな)マーケットの産業を育成する必要がある。

・滋賀には、大都市に近接しながら自然に恵まれ、クリエイティ ブな
発想が求められる産業にふさわしい環境がある。

・クリエイティブ産業は、化石燃料や電力等の資源の消費が少なく、
環境にやさしい本県らしい産業と考えられる。

・ 南部地域には、クリエイティブ産業を支援する立命館大（メディア
情報学科）、成安造形大 （メ ディアデザイン領域）が立地するほか
ゲーム開発企業の立地も見られる。

本県の
特 性

産業構造の変化が進む中、本県の新たな成長の可能性として、将来性が
見込まれるクリエイティブ産業の振興。目指すべき方向

・クリエイティブ産業の振興を通じて、バラ
ンスのとれた本県産業の振興が図れる。

・今後の市場拡大を見込んで、未来に向
けた経済成長と雇用の拡大が図れる。

クリエイティブ産業
市場規模

約45兆2355億円

クリエイティブ産業の拠点を形成するため、
まずは、ゲームソフト産業に的を絞り、戦略
的に「滋賀」の可能性を調査する。

クリエイティブ産業

コンテンツ産業

ゲーム
産業

各産業の相関関係

効
果

●事業スケジュール

・可能性調査の実施
・研究会設置、課題等の検討
・先進県等への調査
・プロジェクトパートナー発掘

Ｈ２４年度
Ｓtｅｐ１
現状の把握 平成２６年度以降

Ｓtｅｐ３

施策の展開
Ｈ２５年度

Ｓtｅｐ２
機運の醸成

官民組織の設立やシンポジ
ウムの開催等を通じて、機
運の醸成に努める。

次期産業振興戦略プランへの位置付
け、事業者間の交流促進やネットワー
クづくり等、産業振興に向けた施策を
展開する。

資－商労３

商業振興課
内線３７３１

【予算額３，８００千円】



ファン推薦（全国から）

消費者の感性に働きかける新たな価値を創出するため、ブランドコンセプトの提案やこれに沿ったモノ
やサービスを県域で「選び」「魅せる」ことで、滋賀に共感するファン層の拡大を図るとともに、マザーレ
イクセレクション（仮称）の選定に向けた事業者の商品開発やサービス向上の努力を通じて、広く本県
の商業力の向上につなげる。

滋賀の感性を伝える商品商品

滋賀らしい価値観から
感動を伝えるサービスサービス

識者の選定・講評

セレクション候補絞込みセレクション候補絞込み

滋賀で一次選定の後、東京で講評
・滋賀委員＝県内の有識者等
・東京委員＝滋賀に縁のﾌﾛﾝﾄﾗﾝﾅｰ

各５名程度

まずはまずは
サイトからサイトから

共感共感

県内外の
一般ユーザー

実際に行く、買う行く、買う
（自発的な動き）

ライフスタイルを
提案する雑誌
(シンプル・ナチュラル系)

冬

次
年
度
以
降

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ロールモデル 世界観

ライフ
スタイル

セレクト基本コンセプトセレクト基本コンセプト
琵琶湖に育まれた自然の恵みを享受し、
次代に繋がる新たな暮らし方を提案する
滋賀の商品・サービス群

セレクトのキーワードセレクトのキーワード
①自然との共生
②三方よし
③上質な暮らし

初
年
度
分

初
年
度
分

滋賀の感性を伝える「ココクール」事業
（ココロにクール、湖国に来るコンクール）

ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

（仮称）マザーレイク（仮称）マザーレイク
セレクション発表セレクション発表

○翌年チャレンジ企業○翌年チャレンジ企業
選定されることを目指し、商品・
サービスの見直しや改善を行う。

○選定企業○選定企業
基本コンセプトに沿って、互いにアピー
ルしながら、販売を促進するとともに、
更に消費者の共感を得る。

Ｈ
23
年
度
委
託
事
業

「マ
ザ
ー
レ
イ
ク
サ
イ
ト
」

に
よ
る
情
報
発
信
を
活
用

商業・サービス力の向上

見直し！
カイゼン！
目標に！

秋

夏

6-7

月

ニーズ喚起ニーズ喚起
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商業振興課
内線３７３１【予算額２，３００千円】

Mother

Lake

買いたい
行きたい
伝えたい

ブログ等で感想
（自発的な動き）

滋賀のブランド価値向上に寄与



滋賀でモノづくり企業応援助成金

【予算額 150,000千円】

【目的】
・高付加価値型企業や内需型企業を誘致するため、新規の設備投資
に対し、その費用の一部を助成
・県内企業の海外等への流失防止のため、工場の増産や研究開発拠
点の増設に伴う設備投資に対し、その費用の一部を助成

資－商労５

企業誘致推進室

内線 3792

【制度の概要】

①新設
上限２億円

（投下固定資産額の１０％以内）

②新設（大型案件）
上限１０億円

（投下固定資産額の１０％以内）

助成金の
内容

③増産・増設
上限５千万円

（投下固定資産額の５％以内）

新規立地企業用 県内企業用

対象要件

●対象分野
①高付加価値型（環境、医療・健康分野）および内需型
②企業立地促進法による企業立地計画の承認を受けたもの

●その他、雇用要件、最低投下固定資産額等の要件有り



ハローワーク
（新卒応援ﾊﾛｰﾜｰｸ）

職業
紹介

企 業

（就職）

求
職
者

総
合
案
内
・総
合
相
談

要
就
労
支
援
者

自
力
就
職
可
能
者

ヤングジョブセンター
滋賀

地域若者サポート
ステーション

滋賀の“三方よし
“人づくり事業

滋賀の“三方よし”
人づくり推進センター

《カウンセリング
機能》高

校
・
大
学
等

（連携）

【特徴】

○支援機関とハローワー
クが一体となった支援体
制

○若年求職者の能力に応
じた一貫した支援による就
職の実現

（連携・協力事業）

地域若者サポー
トステーション
事業

求人
情報
提供

おうみ若者未来サポートセンターおうみ若者未来サポートセンター

若年者地域連携事
業事務局

若年者地域連携
事業

資－商労６

労働雇用政策課
内線３７５９

おうみ若者未来サポートセンター運営事業について
【予算額 4,511千円】



滋賀ならではの

体験型観光プログラムの創造

滋賀県観光ブランド推進事業

主な観光資源例

・暮らし体験

・花や草（自然）

・戦国時代（歴史）

・ほとけさん（仏像）

・イベント
というコンセプト

体験

＆

インセンティブ

めざす「滋賀県観光ブランド」とは

サイクリング ＆
ウォーキングの
人気者

観光ブランドの構築

滋賀県観光全体のブ
ランドにつなげる！

事業のねらい滋賀県観光ブランドのイメージ

湖西

湖北

湖東

湖南
甲賀

東近江

観光施設・資源（→「入館・拝観・見物」＋「体験・体感」を提供する）

ネットワーク（→周遊を促す取り組みを提供する。来訪意欲を刺
激するインセンティブを盛り込んだ取り組み）

本県観光ブランドの構築

★日本一という琵琶湖の価値を生かせる
★宿泊日数の増加
★リピーター拡大を刺激
★不便さも「売り」にできる
★新たな観光資源の湧出

資－商労７

観光交流局
内線3741

県内の観光施設・資源がネットワークを形成し、来訪者がそれら施設・資源を周回しながら観光す
ることを促す取り組み。
日本一の琵琶湖を周回することは、来訪者に精神的・物理的な満足や達成感を提供できる有効
な取り組みであり、既に「ビワイチウォーキング」や、「ビワイチサイクリング」などで実施されている。
滋賀を周遊することを象徴的に表現する「ビワイチ」（琵琶湖を一周）という基本コンセプトと、本県
の観光資源を組み合わせ、滋賀県ならではの体験型観光プログラムを創造し、来訪者に滋賀の良
さを継続的に体感してもらうことで、本県の観光ブランド構築を図る。

琵琶湖を1周する
「ビワイチ」

【予算額 7,022千円】
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